Memories of studying life in Yale University by 安部, 玲
　このたび，イエール大学　外科学に留学する夫
とともに渡米し，血管外科研究室にて研究を行う
機会を得た。
“WELCOME TO NEW HAVEN”
　2009年 4月，飛行機を乗り継いでようやく到着
したニューヨークから，さらに電車に揺られるこ
と 1時間。古い洋画のワンシーンのようなニュー
ヘイヴン駅に掲げられたこの文字を見上げなが
ら，期待と不安がごちゃ混ぜの，それでいて現実
感の欠如した，不思議な感情が湧き上がってき
た。
　留学が決まるまで聞いたこともなかったコネチ
カット州ニューヘイヴンという街に足を踏み入れ
てみると，300年前にタイムスリップしたかのよ
うな重厚な石造りの美しい街並みが広がってい
た。大学のシンボルでもある時計台，要塞のよう
な巨大な図書館，ヨーロッパの古い大聖堂を思わ
せる体育館，全てに圧倒される。1701年創立のイ
エール大学は，ハーバード大学と並ぶ歴史と伝統
を誇り，ジョージ・ブッシュ父子，ビル・クリン
トンなど，多くの大統領を輩出していることでも
知られている。そんな歴史ある大学の一角で，私
の研究生活は始まった。
　私に与えられたテーマは，オリーブオイルの動
脈硬化に対する効果であった。この研究室のメイ
ンテーマとは若干趣を異にした，半分教授の趣味
である。血管平滑筋細胞にオリーブオイルポリ
フェノールを加え，反応を調べるというシンプル
な研究デザインではあるが，私は，かろうじてマ
イクロピペットを持ったことがある程度の超初心
者。細胞を育てるのも初めてなら，ましてやウエ
スタンブロットもFACSも，全くやったことがな
い。しかも，この研究プロジェクトのチームメン
バーは教授と私だけ。実験計画を立ててミーティ
ングでプレゼンテーションし，あちこちに手技を
習いに行っては自分でやってみる，の繰り返しで
ある。
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を重んじ，武士道に精通しており，私も学ぶ部分
が多かった。剣道人口の少ないアメリカの地で
は，小学校時代から剣道を嗜んでいる私は大変歓
迎してもらえた。英語で技の説明をするのには骨
がおれたが，身体を動かす場を得られたのと同時
に，日本文化を通して新しい友人を得ることが出
来，素晴らしい経験であった。
　最後に，私の留学を快くお許しくださった高橋
和久教授はじめ整形外科医局の先生方に，心より
御礼申し上げます。また，この素晴らしい機会を
与えてくださった，夫の所属する救急集中治療医
学の平澤博之名誉教授，織田成人教授に心より御
礼申し上げます。
　日々の楽しみは，同僚が集まってのランチ。昼
どきになると目の前の通りに一斉に立ち並ぶ20台
あまりの屋台から，その日の気分で選ぶ。アメリ
カンなホットドッグスタンド，中華，メキシカン，
イタリアン，地中海料理…… 5ドルで世界中のい
ろいろな味が楽しめる。私のお気に入りは「太っ
たおばちゃんの中華」だ。数ある中華料理屋台の
中で，一番美味しい。こちらが指さして選んだ
ものをボックス山盛りに詰めてくれて，「はい，
Five dollarsね，謝謝」。箱に収まれば何でも 5ド
ル。その適当さがアメリカらしい。
　研究では数々の苦労もあったが，その甲斐あっ
て，学会発表の機会にも恵まれた。人生初めての
国際学会は，オランダ　アムステルダムで開催さ
れたヨーロッパ血管外科学会 （European Society 
for Vascular Surgery）。オリーブオイルの研究
だからヨーロッパでしょ，という訳だ。聞き慣れ
ないフランス語訛りの質問に冷や汗をかいたが，
今となってはいい思い出である。
　その後も，どんどん学会発表すべしという教
授の方針のもと，American College of Surgeons 
（Surgical Forum）をはじめ，何度も発表の機会
を頂いた。これは同時に，私にとってアメリカ各
地を訪れる絶好のチャンスとなり，留学生活をよ
り刺激的なものにしてくれた。（しかも研究室か
ら支給された旅費を使って !）
　アメリカ生活に彩りを与えてくれたものがもう
ひとつある。イエール大学剣道クラブでの活動
だ。驚くべきことに，イエール大学には剣道クラ
ブがあり，学生をはじめ，地域で剣道をやる者の
集まる場となっている。彼らは日本人以上に礼節
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